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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　データ信号及び走査信号を受信して映像を表現する画素部と、
　一般的な映像が表現される第１フレームを実現するデータと、前記第１フレームの間に
周期的に画面全体がブラックで表現される第２フレームを実現するデータとを生成するデ
ータ駆動部と、
　前記走査信号を生成して出力する第１走査駆動回路及び第２走査駆動回路と、前記第１
走査駆動回路と前記第２走査駆動回路とを電気的に接続または遮断するスイッチ部とを備
えるとともに、前記第２フレームを実現するデータが出力された場合、前記第１走査駆動
回路と前記第２走査駆動回路とが並列に駆動して同時に走査信号を生成する走査駆動部と
、
　前記スイッチ部を制御する駆動制御信号を出力する制御部と、を備え、
　ブラック映像が保持される時間を増加させるようにブラック映像を挿入する時間を短縮
し、
　前記スイッチ部は、前記データ駆動部から出力されたデータ信号を用いて前記第１フレ
ームが形成されるときは前記走査駆動部の前記第１走査駆動回路にのみスタートパルスを
伝達し各走査駆動回路を電気的に接続し、前記データ駆動部から出力されたデータ信号を
用いて前記第２フレームが形成されるときは前記走査駆動部の各走査駆動回路にスタート
パルスを伝達し前記各走査駆動回路の接続を遮断する
　ことを特徴とする有機電界発光表示装置。
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【請求項２】
　前記第１走査駆動回路は、
　スタートパルスが入力される第１入力端と、
　前記スタートパルスに対応して、複数の走査信号を順次出力する複数の第１出力端と、
を備える
　ことを特徴とする請求項１に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項３】
　前記第２走査駆動回路は、
　前記スタートパルス、または前記第１出力端の最も最後の出力端から出力される走査信
号のいずれか１つが入力される第２入力端と、
　前記スタートパルス、または前記最後の出力端から出力される走査信号に対応して、複
数の走査信号を出力する複数の第２出力端と、を備える
　ことを特徴とする請求項２に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項４】
　前記スイッチ部は、
　前記駆動制御信号に対応して、前記第１走査駆動回路の第１出力端の最後の出力端と前
記第２走査駆動回路の第２入力端とをスイッチングする第１トランジスタと、
　前記駆動制御信号に対応して、前記第２走査駆動回路の第２入力端に前記スタートパル
スが伝達されることを制御する第２トランジスタと、を備える
　ことを特徴とする請求項３に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項５】
　前記第１トランジスタと前記第２トランジスタとは、互いに異なるタイプで実現される
　ことを特徴とする請求項４に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項６】
　データ駆動部と、複数の走査駆動回路を有する走査駆動部とを備える有機電界発光表示
装置の駆動方法であって、
　一般的な映像を含む第１フレームを実現するデータと、前記第１フレームの間に周期的
に挿入されてブラックを表現する第２フレームを実現するデータとを受信するステップと
、
　前記第１フレームを実現するデータが前記データ駆動部に伝達されると、前記走査駆動
部の前記複数の走査駆動回路が順次動作するステップと、
　前記第２フレームを実現するデータが前記データ駆動部に伝達されると、前記走査駆動
部の前記複数の走査駆動回路が並列に動作するステップと、を含み、
　ブラック映像が保持される時間を増加させるようにブラック映像を挿入する時間を短縮
し、
　前記スイッチ部は、前記データ駆動部から出力されたデータ信号を用いて前記第１フレ
ームが形成されるときは前記走査駆動部の第１走査駆動回路にのみスタートパルスを伝達
し各走査駆動回路を電気的に接続し、前記データ駆動部から出力されたデータ信号を用い
て前記第２フレームが形成されるときは前記走査駆動部の各走査駆動回路にスタートパル
スを伝達し前記各走査駆動回路の接続を遮断する
　ことを特徴とする有機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項７】
　前記複数の走査駆動回路が並列に動作するステップにおいて、
　前記走査駆動部は、駆動制御信号により、スタートパルスを前記複数の走査駆動回路に
並列に伝達し、前記複数の走査駆動回路間の接続を遮断する
　ことを特徴とする請求項６に記載の有機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項８】
　前記複数の走査駆動回路が順次動作するステップにおいて、
　前記走査駆動部は、駆動制御信号により、スタートパルスを前記複数の走査駆動回路の
うちの１つの走査駆動回路に伝達し、前記複数の走査駆動回路を電気的に接続する
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　ことを特徴とする請求項６に記載の有機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項９】
　前記複数の走査駆動回路のうち、第２走査駆動回路は、スタートパルス、または第１走
査駆動回路の最後の走査信号のうちの１つを受信する
　ことを特徴とする請求項６に記載の有機電界発光表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機電界発光表示装置及びその駆動方法に関し、より詳細には、モーション
ブラーを防止するブラック映像を挿入する時間を短縮させる有機電界発光表示装置及びそ
の駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、陰極線管（Ｃａｔｈｏｄｅ　Ｒａｙ　Ｔｕｂｅ）の短所である重量及び体積を減
らすことのできる各種平板表示装置が開発されている。平板表示装置には、液晶表示装置
（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｄｅｖｉｃｅ）、電界放出表示装置
（Ｆｉｅｌｄ　Ｅｍｉｓｓｉｏｎ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｄｅｖｉｃｅ）、プラズマ表示パネ
ル（Ｐｌａｓｍａ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｐａｎｅｌ）、及び有機電界発光表示装置（Ｏｒｇ
ａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｄｅｖｉｃｅ）などがある
。
【０００３】
　前記平板表示装置のうち、有機電界発光表示装置は、優れた色再現性や薄い厚さなどの
様々な利点により、応用分野において、携帯電話のほか、ＰＤＡ、ＭＰ３プレーヤーなど
に市場が大きく拡大している。
【０００４】
　有機電界発光表示装置は、入力される電流の量に対応して光の輝度が決定される有機発
光ダイオード（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ：ＯＬＥＤ
）を用いて映像を表示する。
【０００５】
　このような平板表示装置は、モーションブラーが発生するという問題がある。モーショ
ンブラーを解決するために、フレームの間ごとに画面全体がブラックを表現するようにし
たことは、韓国公開特許公報第２００７－００６８１８１号（特許文献１）などの文献に
開示されている。
【０００６】
前記のような理由により、モーションブラーを防止するために、有機電界発光表示装置で
は、有機発光ダイオードに流入する駆動電流を遮断することにより、画面全体がブラック
を表現できるようにしていた。
【０００７】
　しかしながら、最近、映像は、３０ｆｐｓ（ｆｒａｍｅ　ｐｅｒ　ｓｅｃｏｎｄ）の速
度でフレームが変化し、解像度が大きい。したがって、１フレームが保持される短い時間
の間、高解像度の画面は低解像度の画面よりも多くの走査信号が順次発生するため、デー
タ信号が画素に伝達されて保持される時間は非常に短い。データ信号が画素に伝達されて
保持される時間が短いということは、モーションブラーを防止するために挿入されるブラ
ック映像が保持される時間も短いということを意味する。
【０００８】
　このとき、ブラックを表現する時間が非常に短ければ、有機発光ダイオードに電流が遮
断される時間が短く、モーションブラーが効果的に防止されなくなるという問題がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
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【特許文献１】大韓民国特許出願公開第２００７－００６８１８１号明細書
【特許文献２】大韓民国特許出願公開第２００４－０００４８５８号明細書
【特許文献３】米国特許出願公開第２００７／０００１９６０号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明の目的は、ブラック映像が入力される時間を短縮させる有機電界発光表示装置及
びその駆動方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記の目的を達成するために、本発明の第１態様は、データ信号及び走査信号を受信し
て映像を表現する画素部と、一般的な映像が表現される第１フレームを実現するデータと
、前記第１フレームの間に周期的に画面全体がブラックで表現される第２フレームを実現
するデータとを生成するデータ駆動部と、前記走査信号を生成して出力する第１走査駆動
回路及び第２走査駆動回路と、前記第１走査駆動回路と前記第２走査駆動回路とを電気的
に接続または遮断するスイッチ部とを備え、前記第２フレームを実現するデータが出力さ
れた場合、前記第１走査駆動回路と前記第２走査駆動回路とが並列に駆動して同時に走査
信号を生成する走査駆動部と、前記スイッチ部を制御する駆動制御信号を出力する制御部
と、を備える有機電界発光表示装置を提供する。
【００１２】
　付加的に、前記第１走査駆動回路は、スタートパルスが入力される第１入力端と、前記
スタートパルスに対応して、複数の走査信号を順次出力する複数の第１出力端と、を備え
る有機電界発光表示装置を提供する。
【００１３】
　付加的に、前記第２走査駆動回路は、前記スタートパルス、または前記第１出力端の最
も最後の出力端から出力される走査信号のいずれか１つが入力される第２入力端と、前記
スタートパルス、または前記最後の出力端から出力される走査信号に対応して、複数の走
査信号を出力する複数の第２出力端と、を備える有機電界発光表示装置を提供する。
【００１４】
　付加的に、前記スイッチ部は、前記駆動制御信号に対応して、前記第１走査駆動回路の
第１出力端の最後の出力端と前記第２走査駆動回路の第２入力端とをスイッチングする第
１トランジスタと、前記駆動制御信号に対応して、前記第２走査駆動回路の第２入力端に
前記スタートパルスが伝達されることを制御する第２トランジスタと、を備える有機電界
発光表示装置を提供する。
【００１５】
　付加的に、前記第１トランジスタと前記第２トランジスタとは、互いに異なるタイプで
実現される有機電界発光表示装置を提供する。
【００１６】
　上記の目的を達成するために、本発明の第２態様は、データ駆動部と、複数の走査駆動
回路を備える走査駆動部とを備える有機電界発光表示装置の駆動方法であって、一般的な
映像を含む第１フレームを実現するデータと、前記第１フレームの間に周期的に挿入され
てブラックを表現する第２フレームを実現するデータとを受信するステップと、前記第１
フレームを実現するデータが前記データ駆動部に伝達されると、前記走査駆動部の前記複
数の走査駆動回路が順次動作するステップと、前記第２フレームを実現するデータが前記
データ駆動部に伝達されると、前記走査駆動部の前記複数の走査駆動回路が並列に動作す
るステップと、を含む有機電界発光表示装置の駆動方法を提供する。
【００１７】
　付加的に、前記複数の走査駆動回路が並列に動作するステップにおいて、前記走査駆動
部は、駆動制御信号により、スタートパルスが前記複数の走査駆動回路に並列に伝達され
るようにし、前記複数の走査駆動回路間の接続を遮断する有機電界発光表示装置の駆動方
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法を提供する。
【００１８】
　付加的に、前記複数の走査駆動回路が順次動作するステップにおいて、前記走査駆動部
は、駆動制御信号により、スタートパルスが前記複数の走査駆動回路のうちの１つの走査
駆動回路に伝達されるようにし、前記複数の走査駆動回路を電気的に接続する有機電界発
光表示装置の駆動方法を提供する。
【００１９】
　付加的に、前記複数の走査駆動回路のうち、第２走査駆動回路は、スタートパルス、ま
たは第１走査駆動回路の最後の走査信号のうちの１つを受信する有機電界発光表示装置の
駆動方法を提供する。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明に係る有機電界発光表示装置及びその駆動方法によれば、ブラック映像を挿入す
る時間を短縮することでブラック映像が保持される時間を増加させることができ、大型化
かつ高精度の映像を表示する平板表示装置においても、モーションブラーを防止すること
ができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明に係る有機電界発光表示装置の構造を示す構造図である。
【図２】本発明に係る有機電界発光表示装置に入力される信号を示すタイミング図である
。
【図３】図１に示す走査駆動回路とスイッチ部との接続関係を示す構造図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下、添付図面を参照して本発明の実施形態を説明する。
　図１は、本発明に係る有機電界発光表示装置の構造を示す構造図である。同図に示すよ
うに、有機電界発光表示装置は、画素部１００と、データ駆動部２００と、走査駆動部３
００と、制御部４００とを備える。
【００２３】
　画素部１００には、複数の画素１０１が配列され、各画素１０１は、電流の流れに対応
して光を発光する有機発光ダイオード（図示せず）を備える。また、画素部１００は、行
方向に形成され、かつ、走査信号を伝達するｎ本の走査線Ｓ１，Ｓ２，・・・Ｓｎ－１，
Ｓｎと、列方向に形成され、かつ、データ信号を伝達するｍ本のデータ線Ｄ１，Ｄ２，・
・・Ｄｍ－１，Ｄｍとが配列される。
【００２４】
　また、画素部１００は、第１電源と第２電源とを受けて駆動する。したがって、画素部
１００は、走査信号、データ信号、第１電源及び第２電源により、有機発光ダイオードに
電流が流れて発光し、これにより、映像が表示される。
【００２５】
　データ駆動部２００は、データ信号を生成する手段であり、制御部４００を介して入力
される映像信号ＲＧＢｄａｔａ及びブラック映像信号を用いてデータ信号を生成する。こ
のとき、データ信号を用いて１フレームを形成するが、赤色、緑色、青色の成分を有する
映像信号ＲＧＢｄａｔａを用いたデータ信号により第１フレームが実現され、ブラック映
像信号を用いたデータ信号により第２フレームが実現される。また、データ駆動部２００
は、データ信号を画素部１００に伝達して、第１フレームと第２フレームとを備える複数
のフレームからなる映像が画素部１００で表現できるようにする。このとき、画素部１０
０で表現される映像は、複数の第１フレームの間に第２フレームが周期的に挿入されて映
像の一部のフレームがブラックで表現される。このような第２フレームにより、モーショ
ンブラーが低減する。
【００２６】
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　走査駆動部３００は、走査信号を生成する手段であり、走査線Ｓ１，Ｓ２，・・・Ｓｎ
－１，Ｓｎに接続され、走査信号を画素部１００の特定の行に伝達する。走査信号が伝達
された画素１０１には、データ駆動部２００から出力されたデータ信号が伝達され、デー
タ信号に対応する電圧が画素１０１に伝達される。また、走査駆動部３００は、走査信号
を生成する複数の走査駆動回路３１０，３２０からなる。また、複数の走査駆動回路３１
０，３２０は、２つの方式で駆動する。
【００２７】
　その一つは、第１フレームの形成時における走査駆動部３００の駆動方式に関するもの
であり、第１走査駆動回路３１０は、スタートパルスを受信した後、走査信号を順次発生
させ、最も最後の走査信号が第２走査駆動回路３２０のスタートパルスの役割を果たすよ
うにする。
【００２８】
　また、もう一つは、第２フレームの形成時における走査駆動部３００の駆動方式に関す
るものであり、走査駆動部３００に備えられた走査駆動回路３１０，３２０が同時にスタ
ートパルスを受信して動作する。このように、走査駆動部３００に備えられた走査駆動回
路３１０，３２０が同時にスタートパルスを受信すると、複数の走査駆動回路３１０，３
２０は、走査信号を並列に出力する。したがって、データ信号が２つの画素行に同時に伝
達され、データ信号により第２フレームが形成される時間が短くなる。第２フレームが形
成される時間が短くなるというのは、再び説明すると、ブラック映像で構成された第２フ
レームが表現される時間が長くなるということを意味する。
【００２９】
　スイッチ部３３０は、データ駆動部２００から出力されたデータ信号を用いて第１フレ
ームが形成されるときは、走査駆動部３００の第１走査駆動回路３１０にのみスタートパ
ルスを伝達し、各々の走査駆動回路３１０，３２０を電気的に接続する。走査駆動回路３
１０，３２０の電気的な接続関係は、下記の図３でより詳細に説明する。また、スイッチ
部３３０は、データ駆動部２００から出力されたデータ信号を用いて第２フレームが形成
されるときは、走査駆動部３００の複数の走査駆動回路３１０，３２０の各々にスタート
パルスを伝達し、複数の走査駆動回路３１０，３２０の接続を遮断する。
【００３０】
　制御部４００は、データ駆動制御信号ＤＣＳ、走査駆動制御信号ＳＣＳ、及び映像信号
ＲＧＢｄａｔａを出力し、スイッチ部３３０の動作を制御することにより、第１フレーム
の形成時と第２フレームの形成時において、走査駆動部３００から出力される走査信号の
駆動方式を異なるようにする。
【００３１】
　図２は、本発明に係る有機電界発光表示装置に入力される信号を示すタイミング図であ
る。
【００３２】
　同図に示すように、表現される映像は、１つの垂直同期信号Ｖｓｙｎｃが入力される時
点で、１フレームに相当するデータ信号が入力され始め、次の垂直同期信号Ｖｓｙｎｃが
入力される時点で、次のフレームに相当するデータ信号が入力され始める。また、画素部
１００の１つの水平ラインに対応する映像信号Ｒ，Ｇ，Ｂｄａｔａが入力された後、次の
水平ラインに対応する映像信号Ｒ，Ｇ，Ｂｄａｔａが入力される時点は、水平同期信号Ｈ
ｓｙｎｃにより決定される。
【００３３】
　このとき、垂直同期信号Ｖｓｙｎｃと水平同期信号Ｈｓｙｎｃとは、一定周期で入力さ
れるため、１フレームが保持される時間は一定になる。
【００３４】
　また、走査駆動部３００で１番目の走査信号が出力される時点は、垂直同期信号Ｖｓｙ
ｎｃに対応するスタートパルスＳＰにより決定される。すなわち、スタートパルスＳＰが
走査駆動部３００に入力されると、走査駆動部でスタートパルスＳＰを用いて走査信号を
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生成する。
【００３５】
　また、第１フレーム及び第２フレームに対応して、走査駆動部３００の動作を制御する
駆動制御信号ＣＳが入力される。駆動制御信号ＣＳは、制御部４００から出力される走査
駆動制御信号ＳＣＳに含まれる。駆動制御信号ＣＳにより、第１フレーム及び第２フレー
ムの各々に対応する走査駆動部３００の動作が決定される。
【００３６】
　第１フレームであれば、画素部１００の１番目の走査線Ｓ１から最後の走査線Ｓｎまで
走査信号が順次伝達される。したがって、走査信号が伝達される順に従い、走査線に接続
されている画素にデータ信号が印加される。
【００３７】
　これに対し、第２フレームであれば、画素部１００の走査線が並列に選択され、複数の
走査線から同時に走査信号が伝達される。すなわち、第１走査駆動回路３１０から１番目
の走査信号Ｓ１が出力されると同時に、第２走査駆動回路３２０から１番目の走査信号Ｓ
ｋ＋１が出力される。したがって、走査線に接続されている画素にデータ信号が伝達され
るため、複数の走査線に接続されている画素にデータ信号が入力される。
【００３８】
　前記のような理由により、第２フレームの場合、走査駆動部３００に走査駆動回路が２
つあれば、２つの水平ラインに同時にデータ信号が入力され、走査駆動回路が４つあれば
、４つの水平ラインに同時にデータ信号が入力される。したがって、第２フレームは、画
素部全体にデータ信号が伝達される速度が第１フレームの２倍以上速くなる。
【００３９】
　また、上述したように、垂直同期信号Ｖｓｙｎｃが一定周期で入力されるため、このよ
うにブラック映像が入力される時間が速くなると、画素ごとにブラック映像が保持される
時間がさらに長くなる。画素にブラック映像が保持される時間が長くなると、有機発光ダ
イオードに電流が流れない時間がさらに長くなり、ブラック映像で形成されたフレームを
挿入する効果がより大きくなる。
【００４０】
　図３は、図１に示す走査駆動回路とスイッチ部との接続関係を示す構造図である。
【００４１】
　同図に示すように、走査駆動部３００は、第１走査駆動回路３１０と、第２走査駆動回
路３２０と、第１トランジスタＭ１及び第２トランジスタＭ２を備えるスイッチ部３３０
とを備える。スイッチ部３３０は、第１走査駆動回路３１０と第２走査駆動回路３２０と
の間に位置する。
【００４２】
　第１走査駆動回路３１０は、スタートパルスＳＰを受信して複数の走査信号を生成する
。
【００４３】
　第２走査駆動回路３２０は、スタートパルスＳＰ、または第１走査駆動回路３１０で生
成された走査信号のうち、最も最後の出力端Ｓｋから出力される走査信号を受信して駆動
を始める。
【００４４】
　スイッチ部３３０の第１トランジスタＭ１は、ソースが第１走査駆動回路３１０の最後
の出力端Ｓｋに接続され、ドレインが第２走査駆動回路３２０のスタートパルスＳＰの入
力される入力端の間に接続される。また、ゲートは、駆動制御信号ＣＳの入力される制御
端子に接続される。
【００４５】
　スイッチ部３３０の第２トランジスタＭ２は、ソースがスタートパルスＳＰの入力され
る端子に接続され、ドレインが第２走査駆動回路３２０のスタートパルスＳＰの入力され
る入力端に接続される。また、ゲートは、駆動制御信号ＣＳの入力される制御端子に接続



(8) JP 5371519 B2 2013.12.18

10

20

30

される。
【００４６】
　このように構成された走査駆動部３００は、第１フレームを形成する場合と第２フレー
ムを形成する場合とで互いに異なる駆動を行う。
【００４７】
　まず、第１フレームを形成する場合、第１走査駆動回路３１０は、スタートパルスＳＰ
を受信して複数の走査信号を順次生成する。このとき、スイッチ部３３０の第１トランジ
スタＭ１はオン状態になり、第２トランジスタＭ２はオフ状態になる。したがって、第１
走査駆動回路３１０で生成された走査信号の最も最後の走査信号が第２走査駆動回路３２
０に入力され、第１走査駆動回路３１０に入力されるスタートパルスＳＰは、第２トラン
ジスタＭ２により第２走査駆動回路３２０に入力されることが遮断される。このとき、第
２走査駆動回路３２０に入力される走査信号は、第２走査駆動回路３２０のスタートパル
スの役割を果たす。
【００４８】
　また、第２フレームを形成する場合、スイッチ部３３０の第１トランジスタＭ１はオフ
状態になり、第２トランジスタＭ２はオン状態になる。したがって、スタートパルスＳＰ
は、第１走査駆動回路３１０と第２走査駆動回路３２０とに同時に入力される。また、第
１走査駆動回路３１０と第２走査駆動回路３２０との接続が遮断される。したがって、第
１走査駆動回路３１０と第２走査駆動回路３１０とは、並列に駆動して複数の走査信号を
それぞれ出力する。
【符号の説明】
【００４９】
　１００・・・画素部
　１０１・・・画素
　２００・・・データ駆動部
　３００・・・走査駆動部
　３１０・・・第１走査駆動回路
　３２０・・・第２走査駆動回路
　３３０・・・スイッチ部
　４００・・・制御部
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